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日
田
市
は
、
本
年
６
月
に
待
望
の
日

田
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
の
工

場
建
設
着
工
や
九
州
ジ
ー
ジ
ー
シ
ー
株
式

会
社
の
操
業
開
始
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ

る
中
、
地
域
経
済
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一

つ
で
あ
る
有
効
求
人
倍
率
は
、
昨
年
12
月

時
点
で
0.63
倍
と
、
県
内
中
位
以
下
の
厳
し

い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
環
境
を
始

め
市
内
の
経
済
状
況
は
、
い
ま
だ
厳
し
さ

を
脱
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
23
年
度

の
市
政
執
行
で
は
、
次
の
３
点
に
力
点
を

置
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

 
市
内
の
経
済
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
の
基
本
的
な
認
識
の
下
、

昨
年
に
引
き
続
き
対
策
を
講
じ
ま
す
。

 
経
済
団
体
か
ら
も
要
望
の
あ
り
ま
し
た

中
小
企
業
へ
の
緊
急
金
融
対
策
と
し
て
、

運
転
・
設
備
資
金
の
保
証
料
の
補
助
及
び

３
年
間
無
利
子
と
す
る
た
め
の
利
子
補
給

を
行
う
特
別
融
資
制
度
を
継
続
し
、
市
内

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
市
内
の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め

の
地
域
商
品
券
発
行
を
支
援
し
ま
す
。

 
加
え
て
、
日
田
材
を
使
っ
た
住
宅
建
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
助
成
の
ほ
か
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
助
成
な
ど
の
住
宅
関

連
の
需
要
喚
起
を
行
い
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
教
育
環
境
整
備
の
た
め
の
学

校
建
設
や
道
路
整
備
、
公
園
整
備
、
林
道

整
備
な
ど
の
市
民
生
活
に
身
近
な
公
共
事

業
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
市
内
で

の
仕
事
の
確
保
に
努
め
、
そ
の
結
果
と
し

て
市
民
の
利
便
性
の
向
上
等
に
つ
な
げ
ま

す
。

 
ま
た
、
企
業
経
営
の
支
援
を
通
じ
雇
用

確
保
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
各
種
交
付

金
を
積
極
的
に
活
用
し
、
雇
用
機
会
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

 
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
と
し

て
、
学
級
費
等
で
徴
収
し
て
い
る
教
材
費

を
公
費
で
負
担
し
、
小
中
学
校
の
保
護
者

の
負
担
軽
減
の
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、

認
定
子
ど
も
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
支
援
、
保
育
所
の
施
設
整
備
等
を
図
り

ま
す
。

 
ま
た
、
市
の
業
務
で
の
障
が
い
者
雇
用

の
場
の
拡
充
や
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

へ
の
火
災
警
報
器
の
給
付
、
公
共
交
通
空

白
地
区
解
消
の
た
め
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
実
証
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
近
年
被
害
が
著
し
く
、
他
地

域
で
は
人
的
被
害
も
見
ら
れ
る
有
害
鳥
獣

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
侵
入
防
止
柵
の

設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
の
た

め
の
奨
励
金
を
増
額
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

市長が示した

新 年 度 の

市 政 方 針
【市政執行の基本的な考え方】

市
内
の
経
済
を

 
 
 
下
支
え
す
る

 
 
 
 
景
気
・
雇
用
対
策

楽
し
く
安
心
し
て

 
 
 
 
暮
ら
せ
る

 
 
 
 
 
 
社
会
づ
く
り

 平成23年第１回市議会定例会で、佐藤陽一市長が示した23年度の「市

政執行の基本的な考え方」。市長は、新年度の市政の舵をどう取ろう

としているのでしょうか。その内容を抜粋してお知らせします。

かじ

さ
く
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ま
た
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
地

区
公
民
館
の
運
営
は
、
新
し
く
一
般
財
団

法
人
を
設
立
し
て
、
安
定
し
た
運
営
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

  
将
来
の
展
望
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
、

﹁
日
田
の
活
力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
隈
地
区
観
光
再
生
、

ひ
た
宝
さ
が
し
、
咸
宜
園
の
世
界
遺
産
登

録
推
進
、
岩
澤
重
夫
画
伯
記
念
館
︵
仮
称)

設
置
検
討
、
青
年
の
海
外
派
遣
の
５
つ
の

取
組
は
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

 
ま
た
、
日
田
の
資
源
を
生
か
す
こ
れ
ら

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
、
オ
ー
ル
日
田

の
物
産
展
で
あ
る
﹁
大
丸
・
日
田
展
﹂
が

２
年
続
け
て
盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
歴

史
・
文
化
に
培
わ
れ
脈
々
と
受
け
継
が
れ

た
多
く
の
魅
力
あ
る
資
源
が
日
田
に
は
あ

り
ま
す
。

 
こ
れ
ら
の
魅
力
あ
る
資
源
を
経
済
に
つ

な
げ
る
手
段
と
し
て
、
観
光
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
３
月
12
日
に
は
、
九

州
新
幹
線
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
多
く

の
観
光
客
が
、
歴
史
・
文
化
に
裏
打
ち
さ

れ
た
観
光
日
田
を
訪
れ
る
よ
う
、
天
ヶ
瀬

温
泉
の
再
生
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ

る
遊
船
や
鵜
飼
の
利
活
用
等
に
よ
る
隈
地

区
の
観
光
再
生
、
豆
田
地
区
の
更
な
る
活

性
化
な
ど
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
新

幹
線
開
通
後
、
ま
す
ま
す
増
加
が
見
込
ま

れ
る
九
州
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
阿
蘇
地

域
の
観
光
客
を
日
田
に
呼
び
込
む
た
め
、

津
江
方
面
か
ら
の
入
り
込
み
に
つ
い
て
、

取
組
を
行
い
ま
す
。

 
ま
た
、
日
田
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
株

式
会
社
の
来
年
の
操
業
開
始
に
向
け
、
市

内
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
確
実
な
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

 

以
上
、
３
つ
の
こ
と
を
本
年
度
の
市

政
運
営
の
基
本
と
し
、
現
在
の
市
内
の
厳

し
い
経
済
情
勢
を
乗
り
越
え
、
多
く
の
魅

力
あ
る
資
源
で
活
力
を
生
み
出
し
、
こ
れ
か

ら
の
日
田
市
が
将
来
大
き
く
飛
躍
し
て
い

く
た
め
の
展
望
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

 
市
内
外
の
知
恵
を
集
め
、
市
民
の
力
を

結
集
し
て
前
に
向
か
っ
て
動
く
こ
と
に
よ

り
道
は
開
け
、
日
田
市
の
活
力
が
生
み
出

せ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

  
歳
入
面
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
で
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
、

社
会
保
障
費
等
の
増
加
に
対
応
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
景
気
・
雇
用
対
策
等
の
取
組

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
将
来
へ
の
展
望

を
切
り
開
く
積
極
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

 

 

こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
、

市
民
と
対
話
す
る
﹁
現
場
主
義
﹂
を
基
本

に
、
市
民
が
﹁
元
気
で
活
躍
で
き
る
日
田
﹂、

将
来
に
﹁
夢
と
希
望
を
持
て
る
日
田
﹂
、

﹁
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
田
﹂
を

目
指
し
、
﹁
人
と
自
然
が
共
生
し
、
や
す

ら
ぎ
・
活
気
・
笑
顔
に
満
ち
た
交
流
都
市
﹂

の
実
現
に
向
け
、
市
政
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
田
の
底
力
を

 
 
 
発
揮
す
る
取
組

23
年
度
の
予
算
編
成

市
内
外
の
知
恵
を
集
め
、
市
民
の
力
を
結
集
し
て

            

 
 
前
に
向
か
っ
て
動
く
こ
と
に
よ
り
道
は
開
け
、

                              

 
 
 
 
 
日
田
市
の
活
力
が
生
み
出
せ
る
。



42011. 4. 1 

そ
の
１ 

▼
中
小
企
業
支
援
・
地
域
経
済

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
活
性
化

 
保
証
料
の
全
額
補
助
及
び
３
年
間
の
利

子
補
給
を
行
う
特
別
融
資
制
度
に
新
た
に

10
億
円
の
融
資
枠
を
設
け
、
経
営
安
定
と

雇
用
の
維
持
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
経

済
団
体
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

 
ま
た
、
観
光
振
興
に
よ
る
経
済
活
性
化

を
目
指
す
た
め
、
市
の
観
光
関
連
施
設
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

 
・
中
小
企
業
振
興
資
金
特
別
融
資
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
11
億
４
２
４
２
万
円
︼

 
・
地
域
商
品
券
発
行
特
別
支
援
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
５
４
５
０
万
円
︼

 
・
観
光
施
設
の
整
備
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 
 
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
１
億
６
４
３
８
万
円
︼

そ
の
２ 

▼
日
田
材
需
要
拡
大
緊
急
対
策

 
木
造
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
日
田
材
の
現
物
支
給
は
、
新
築
に
つ

い
て
も
市
内
業
者
の
施
工
を
条
件
と
し
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成

や
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
市
単
独
補
助
の

上
乗
せ
な
ど
、
木
材
関
連
産
業
へ
の
波
及

を
ね
ら
い
ま
す
。

 
・
日
田
材
需
要
拡
大
緊
急
対
策
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
５
２
５
０
万
円
︼

そ
の
３ 

▼
各
種
建
設
事
業
等

 
小
中
学
校
の
耐
震
化
や
新
設
、
地
域
生

活
道
路
や
街
路
の
整
備
な
ど
、
前
年
と
比

べ
て
約
10
％
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
等
を
活

用
し
、
雇
用
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

 
・
小
中
学
校
耐
震
化
・
新
設
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
10
億
７
４
６
５
万
円
︼

 
・
道
路
整
備
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
19
億
７
８
７
８
万
円
︼

 
・
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
１
億
４
０
３
７
万
円
︼

 
・
緊
急
雇
用
創
出
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
１
億
３
５
０
３
万
円
︼

そ
の
１ 

▼
企
業
誘
致

 
引
き
続
き
、
誘
致
し
た
企
業
へ
の
支
援

や
周
辺
環
境
等
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

地
場
企
業
の
事
業
参
入
及
び
地
元
雇
用
の

拡
大
な
ど
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
市
縁

故
者
か
ら
の
企
業
情
報
の
収
集
強
化
等
に

よ
る
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
２ 
▼
地
場
産
業
の
振
興

 
水
郷
日
田
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
デ
ザ

イ
ン
等
の
制
作
に
よ
り
、
地
場
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
販

売
強
化
・
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

 そ
の
３ 

▼
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
日
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
復
活

 
日
田
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
振
興

の
指
針
と
な
る
観
光
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
協
会
と
連
携
し
、

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を
機
に
九
州
屈

指
の
観
光
地
で
あ
る
阿
蘇
方
面
か
ら
の
誘

客
を
図
る
た
め
、
津
江
地
域
を
玄
関
と
し

た
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

 
豆
田
地
区
で
は
、
更
に
魅
力
あ
る
観
光

拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
隈
地
区
で
は
、

三
隈
川
の
魅
力
あ
る
景
観
を
作
る
た
め
、

周
辺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
に
も
着
手
し

ま
す
。

 
天
ヶ
瀬
温
泉
で
は
、
も
て
な
し
研
修
や

地
域
農
業
・
農
産
物
を
活
用
す
る
な
ど
地

域
と
連
携
し
た
観
光
振
興
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
資
源
で
あ
る
桜
滝
の
周
辺
整
備

や
玖
珠
川
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

 
・
観
光
振
興
基
本
計
画
策
定
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
︻
９
９
１
万
円
︼

 
・
旅
行
商
品
造
成
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
２
２
８
１
万
円
︼

景
気
・
雇
用

へ
の
対
策

１

元
気
で

活
躍
す
る

日
田
の
実
現

２

平成23年度

これからの

取 組 内 容
【具体的な取組と主な事業】

 市政方針に続き、市長が示した新年度の取組を主な事業と共に抜

粋してお知らせします。

※文中の金額のうち、１万円未満は四捨五入しています。
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そ
の
４ 

▼
も
う
か
る
農
林
業
の
推
進

 
 
 

～
﹁
売
る
﹂﹁
売
れ
る
﹂
農
林
業

 
農
産
物
の
流
通
は
、
誰
が
、
何
を
、
ど

こ
に
、
ど
う
売
る
か
を
考
え
戦
略
を
立
て
、

も
う
か
る
農
業
を
支
援
し
ま
す
。
そ
の
中

で
、
日
田
梨
の
海
外
輸
出
の
促
進
を
始
め

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
う
た

め
の
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

福
岡
青
果
市
場
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

 
林
業
振
興
で
は
、
植
栽
や
下
刈
り
に
対

し
市
独
自
で
上
乗
せ
支
援
す
る
と
と
も
に
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
間
伐
を
中
心
と

し
た
森
林
整
備
の
取
組
や
地
域
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

 
・
森
林
整
備
総
合
対
策
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
１
億
３
０
５
０
万
円
︼

そ
の
５ 

▼
女
性
の
社
会
参
画
を
応
援

 
市
の
施
策
な
ど
に
男
女
の
意
見
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
審
議
会
等

へ
の
女
性
の
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

 
ま
た
、
地
域
や
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

イ
タ
リ
ア
語
で
﹁
光
り
輝
く
﹂
を
意
味
す

る
女
性
人
材
育
成
倶
楽
部
﹁
キ
ア
ラ
﹂
を

開
講
し
ま
す
。

そ
の
６ 

▼
中
心
市
街
地
の
活
性
化

 
空
き
店
舗
の
解
消
に
向
け
た
取
組
及
び

商
店
街
店
舗
の
新
・
増
改
築
等
に
対
す
る

無
利
子
融
資
を
継
続
し
ま
す
。

 
ま
た
、
関
係
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
活

性
化
の
け
ん
引
者
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
会

社
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
１ 

▼
﹁
水
郷
日
田
﹂
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

 
﹁
水
が
生
ま
れ
育
つ
水
の
ふ
る
さ
と
水

郷
ひ
た
﹂
づ
く
り
の
た
め
、
清
流
復
活
の

水
量
増
加
運
動
を
更
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
市
内
河
川
の
定
期
的
な
水
質
検
査
を

継
続
し
な
が
ら
、
三
隈
川
で
は
発
生
す
る

泡
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
ま
た
、
下
流
域
と
の
連
携
交
流
を
図
り
、

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
に
つ
い
て
理
解
、

協
力
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
気
候
風

土
に
適
し
た
在
来
種
の
植
栽
を
推
進
し
、

﹁
災
害
に
強
い
、
水
を
育
む
、
野
生
動
物
が

山
へ
帰
る
﹂
森
林
づ
く
り
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
２ 

▼
農
山
村
の
活
性
化
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
規
模
集
落
対
策

 
移
住
交
流
を
進
め
る
た
め
、
田
舎
暮
ら

し
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

都
市
部
在
住
の
団
塊
世
代
を
対
象
に
情
報

を
発
信
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ
ま
す
。

 
い
の
し
し
、
鹿
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策

で
は
、
捕
獲
奨
励
金
等
に
市
単
独
で
大
幅

に
予
算
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
と

獣
肉
の
流
通
が
新
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開

で
き
る
よ
う
、
獣
肉
処
理
場
を
建
設
し
、
消

費
拡
大
に
向
け
た
販
売
促
進
も
行
い
ま
す
。

 
・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

 
 
 
 
 
 
 
︻
１
億
１
０
８
万
円
︼

そ
の
３ 

▼
﹁
良
く
学
び
よ
く
遊
ぶ
﹂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子
ど
も
の
育
成

 
夏
季
の
教
室
内
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
年
次
計
画
に
よ
り
、
小
学
校
の
普
通

教
室
や
小
中
学
校
の
特
別
教
室
等
に
エ
ア

コ
ン
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
小
中
学
校
の
管
理
運
営
に
係
る

経
費
で
は
、
昨
年
度
に
保
護
者
負
担
の
軽

減
を
行
っ
た
範
囲
を
更
に
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
学
級
費
等
で
徴
収
し
て

い
た
授
業
で
使
用
す
る
教
材
等
の
購
入
費

用
に
つ
い
て
も
、
公
費
負
担
を
行
い
ま
す
。

 
・
小
中
学
校
管
理
費
の
見
直
し

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
１
億
１
８
万
円
︼

 
・
小
中
学
校
教
材
費
保
護
者
負
担
軽
減

 
 
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
５
５
２
１
万
円
︼

夢
と
希
望
を

持
て
る

日
田
の
実
現

３

ク
 
ラ
 
ブ
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そ
の
４ 

▼
子
育
て
環
境
の
充
実

 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
未
設
置
校
区
に
対

し
て
積
極
的
に
支
援
し
、
全
校
区
の
設
置

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
保
育
事

業
で
は
、
民
間
保
育
園
の
施
設
整
備
費
に

対
し
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
認
定
こ
ど

も
園
に
運
営
費
の
補
助
や
利
用
者
の
負
担

軽
減
な
ど
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

 
・
社
会
福
祉
法
人

 
 
 
 
 
 
 
施
設
整
備
費
補
助
事
業 

 
 
 
 
 
 
︻
１
億
３
３
９
４
万
円
︼

 
・
認
定
子
ど
も
園

 
 
 
 
 
 
 
施
設
整
備
費
補
助
事
業

 
 
 
 
 
 
 
  

︻
１
３
０
０
万
円
︼

そ
の
５ 

▼
日
田
の
歴
史
・
文
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
守
り
育
て
る

 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開

館
１
周
年
を
記
念
し
、
日
本
最
大
の
私
塾

で
あ
っ
た
咸
宜
園
を
顕
彰
す
る
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
重
要
文
化
的
景
観
の

選
定
を
受
け
た
﹁
小
鹿
田
焼
の
里
﹂
皿
山

地
域
に
あ
る
小
鹿
田
焼
陶
芸
館
の
建
替
え

工
事
を
行
い
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
市
町
村
合
併
後
の
全
市
を
網

羅
し
た
歴
史
や
文
化
財
が
概
観
で
き
る
歴

史
読
本
の
発
刊
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
・
日
田
市
の
歴
史
読
本
発
行
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
︻
４
３
８
万
円
︼

そ
の
６ 

▼
道
路
整
備
の
促
進

 
国
・
県
に
対
し
積
極
的
に
要
望
を
行
う

と
と
も
に
、
国
県
道
を
補
完
す
る
道
路
と

し
て
、
市
道
10
路
線
の
改
良
工
事
及
び
５

路
線
の
舗
装
復
旧
工
事
を
進
め
ま
す
。

そ
の
７ 

▼
生
涯
学
習
の
充
実

 
各
地
区
公
民
館
で
の
、
市
民
の
学
習
意

欲
に
対
応
し
た
学
習
環
境
の
整
備
や
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
、
今
年
度
か
ら
地
区

公
民
館
の
管
理
運
営
を
一
般
財
団
法
人
日

田
市
公
民
館
運
営
事
業
団
に
移
行
し
、
安

定
し
た
運
営
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

 
・
地
区
公
民
館
運
営
委
託
事
業

 
 
 
 
 
 
︻
２
億
４
２
２
８
万
円
︼

そ
の
８ 

▼
ス
ポ
ー
ツ
・

 
 
 
 
 
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

 
旧
市
町
村
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
を
、
同
種
施

設
で
の
最
低
料
金
で
統
一
す
る
と
と
も
に
、

総
合
体
育
館
の
月
曜
休
館
日
及
び
夏
休
み

期
間
中
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

の
休
業
日
を
廃
止
し
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。

そ
の
９ 

▼
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

 
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
地
域
の
身
近

な
話
題
を
お
伝
え
す
る
自
主
放
送
等
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
と
の
番
組
交
換
等
に
よ
り
、
全
市
域

へ
の
均
一
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

そ
の
10 

▼
国
際
・
地
域
間
交
流
の
推
進

 
国
際
化
社
会
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成

す
る
た
め
の
青
年
海
外
派
遣
事
業
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
交
流

で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
屋
久
島
町
で
自

然
体
験
を
取
り
入
れ
た
交
流
を
行
い
ま
す
。

 
・
青
年
海
外
派
遣
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
︻
６
９
７
万
円
︼

そ
の
１ 

▼
地
域
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
づ
く
り

 
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動
を
行
う
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
や
自
治
会
な

ど
、
地
域
の
団
体
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

そ
の
２ 

▼
障
が
い
者
︵
児
︶
福
祉
の
充
実

 
自
立
し
た
生
活
を
促
進
す
る
た
め
、
市

役
所
の
臨
時
職
員
雇
用
を
継
続
し
、
さ
ら

に
、
市
の
業
務
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
障

が
い
者
団
体
へ
委
託
す
る
こ
と
で
障
が
い

者
の
働
く
場
を
確
保
し
ま
す
。

 
・
障
害
者
雇
用
促
進
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
︻
４
５
７
万
円
︼

そ
の
３ 

▼
高
齢
者
福
祉
の
充
実

 
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
に
対
す
る

見
守
り
対
策
と
し
て
、
地
域
情
報
基
盤
を

軸
と
し
た
新
た
な
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
目
標
に
、
緊
急
通
報
体
制
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
を
対
象
に
火
災
警
報
器
を
給
付
し
ま
す
。

 
・
高
齢
者
住
宅
用
火
災
警
報
器
給
付
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
２
４
７
３
万
円
︼

そ
の
４ 

▼
保
健
医
療
の
充
実

 
休
日
・
夕
方
健
診
の
拡
充
や
受
診
率
向

上
が
顕
著
な
自
治
会
を
表
彰
す
る
な
ど
、

受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

そ
の
５ 

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
整
備

 
市
内
循
環
バ
ス
を
本
格
運
行
す
る
と
と

も
に
、
大
鶴
・
夜
明
地
区
に
Ｊ
Ｒ
線
と
乗

り
継
ぎ
が
で
き
る
デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る

実
証
運
行
を
開
始
す
る
な
ど
、
総
合
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
体
系
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

 
・
大
鶴
・
夜
明
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

 
 
導
入
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
１
０
８
５
万
円
︼

楽
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る

日
田
の
実
現

４
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そ
の
６ 

▼
地
域
振
興
対
策

 
学
校
統
廃
合
で
閉
校
と
な
っ
た
跡
地
で

は
、
地
域
に
応
じ
た
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
活

力
を
担
う
自
治
会
や
団
体
等
が
、
主
体
的

に
行
う
様
々
な
活
動
に
対
し
て
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

 
・
周
辺
地
域
活
性
化
対
策
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
︻
４
３
０
０
万
円
︼

そ
の
７ 

▼
環
境
の
保
全

 
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
支
援
、

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
推
進
や
ご
み
の
減
量

に
も
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新

た
に
小
水
力
発
電
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
、

﹁
水
や
緑
が
あ
ふ
れ
未
来
輝
く
ま
ち
～
水

郷
ひ
た
～
﹂
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

 
ま
た
、
美
化
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
拡
大

や
市
民
一
斉
清
掃
の
実
施
な
ど
、
市
民
協

働
に
よ
る
美
し
い
水
郷
ひ
た
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

そ
の
８ 

▼
生
活
環
境
の
整
備

 
城
内
団
地
の
建
替
え
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ほ
か
の
市
営

住
宅
は
、
定
期
点
検
等
に
よ
る
計
画
的
な

維
持
管
理
や
改
善
に
努
め
ま
す
。

 
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
安
心
し
た
水

道
水
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
答
申

内
容
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
簡
易
水
道
料

金
等
の
統
一
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

そ
の
９ 

▼
安
全
で
安
心
し
て

 
 
 
 
 
 
 
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

 
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
消
防
車
両
の
更
新
、

防
火
水
槽
の
設
置
、
団
員
の
保
安
帽
の
整

備
な
ど
消
防
設
備
等
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
減
少
化
す
る
消
防
団
員
の
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
消
防
団
応
援
隊
の
拡
充
に

も
努
め
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
で
は
、
引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
公
共
性
が
高
い
も
の
や
災
害

時
に
人
家
や
公
共
施
設
に
災
害
を
与
え
る

お
そ
れ
の
あ
る
里
道
・
水
路
は
、
必
要
に

応
じ
て
市
が
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
し

ま
す
。

そ
の
10 

▼
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現

 
地
域
や
企
業
等
に
お
け
る
教
育
・
啓
発

の
推
進
や
指
導
的
人
材
の
育
成
を
始
め
、

日
田
市
人
権
施
策
基
本
計
画
推
進
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
組
な
ど
、
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
教
育
・
啓
発
の
更
な
る
推

進
を
図
り
ま
す
。

そ
の
１ 

▼
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
と
、
高

度
な
専
門
知
識
の
習
得
や
資
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
が
積
極
的
に

市
民
の
声
を
聴
き
、
広
く
情
報
を
収
集
し
、

対
応
を
考
え
る
﹁
現
場
主
義
﹂
を
徹
底
し
、

職
員
の
意
識
・
行
動
を
﹁

受
動
﹂

か
ら
﹁

能

動
﹂

へ
転
換
し
ま
す
。

そ
の
２ 

▼
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

 
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
り
、

今
後
も
多
様
な
地
域
主
体
と
の
連
携
協
力

を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
の
媒
体

を
使
っ
た
積
極
的
な
情
報
発
信
で
市
民
と

行
政
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も

に
、﹁
お
で
か
け
ト
ー
ク
！
か
た
ら
ん
会
﹂

を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

  

 
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
若
者
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
・
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
等
の
特
性
を
生
か
し
て
市
の
事
業

を
委
託
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を
推
進
し
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

 そ
の
３ 

▼
行
財
政
基
盤
の
確
立

 
﹁
人
と
自
然
が
共
生
し
、
や
す
ら
ぎ
・

活
気
・
笑
顔
に
満
ち
た
交
流
都
市
﹂
を
目

指
す
第
５
次
日
田
市
総
合
計
画
の
前
期
基

本
計
画
が
平
成
23
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

前
期
基
本
計
画
の
検
証
を
行
い
、
次
の
５

年
間
に
向
け
た
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
の
動
向
等
を
注

視
し
な
が
ら
、
次
期
行
政
改
革
大
綱
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
︻
問
合
せ
︼
企
画
課
広
報
係

☎
�
８
６
２
７
︵
市
役
所
６
階
︶

行
財
政
改
革

の
推
進

５
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日
田
市
の
財
政
状
況
は
、
平
成
21
年
度

の
経
常
収
支
比
率
が
91.0
％
と
高
い
水
準
に

あ
る
こ
と
な
ど
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
慎
重
な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
市
内
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
将
来
へ
の
展
望
を
切
り
開
く
よ

う
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
こ
の
た
め
、
経
常
的
な
経
費
に
つ
い
て

上
限
枠
を
設
け
て
抑
制
す
る
一
方
、
財
源

不
足
を
財
政
調
整
基
金
︵
年
度
間
の
調
整

や
災
害
時
・
非
常
時
に
備
え
て
積
み
立
て

ら
れ
た
お
金
︶
か
ら
の
繰
入
れ
で
補
い
な

が
ら
、﹁
景
気
・
雇
用
対
策
﹂﹁
楽
し
く
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
﹂
﹁
日
田

の
底
力
を
発
揮
す
る
取
組
﹂
に
重
点
を
置

い
た
積
極
的
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

 
平
成
23
年
第
１
回
市
議
会
３
月
定
例
会

で
議
決
さ
れ
た
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
３
８
０
億
９
５
７
７
万
円
。

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
17
億

８
７
０
万
円
︵
4.7
％
︶
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

︻
問
合
せ
︼
財
政
課
財
政
係

☎
�
８
６
３
４
︵
市
役
所
４
階
︶

︻
用
語
の
説
明
︼

▼
経
常
収
支
比
率
 
人
件
費
︵
職
員
や
特

別
職
の
給
与
、
議
員
の
報
酬
︶
・
扶
助

費
︵
高
齢
者
や
児
童
な
ど
に
対
し
て
行

う
様
々
な
支
援
に
要
す
る
経
費
︶
・
公

債
費
︵
市
の
借
金
返
済
︶
の
よ
う
に
、

毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に

充
て
ら
れ
る
額
が
、
市
税
・
地
方
交
付

税
を
中
心
と
す
る
毎
年
度
経
常
的
に
収

入
さ
れ
る
額
に
占
め
る
割
合
。
こ
の
比

率
が
低
い
ほ
ど
、
自
由
に
財
源
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

▼
地
方
交
付
税
 
ど
こ
の
市
町
村
も
一
定

水
準
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
地
方
譲
与
税
 
国
が
徴
収
し
た
自
動
車

重
量
税
等
か
ら
市
へ
配
分
さ
れ
る
お
金
。

▼
市
債
 
市
が
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き

に
国
や
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
。
市

の
借
金
。

▼
国
庫
支
出
金
 
市
が
行
う
事
業
に
対
し

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
分
担
金
及
び
負
担
金
 
一
定
の
事
業
で

特
定
の
利
益
を
受
け
る
人
に
負
担
し
て

も
ら
う
お
金
。

わたしたちの

平 成 23 年 度
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歳 出

380億
9,577万円

国民健康保険

 後期高齢者医療

 介護保険

 診療所事業

 簡易水道事業

 給水施設事業

 公共下水道事業

 特定環境保全公共下水道事業

 農業集落排水事業

 住宅新築資金等貸付事業

 情報センター事業

94億1,359万円

 ８億2,197万円

 58億5,127万円

 １億8,311万円

 ８億7,429万円

 1,447万円

 26億4,837万円

 4,030万円

 ２億3,100万円

 750万円

 ５億4,768万円

予算額会計名

特別会計

収益的収入

 収益的支出

 資本的収入

 資本的支出

８億2,662万円

 ６億5,571万円

 ２億7,646万円

 ６億2,485万円

予算額区分

水道事業

市税
75億1,759万円

（19.7％）

地方交付税
136億4,000万円

（35.8％）

市債
39億8,930万円

（10.5％）

国庫支出金
49億5,680万円

（13.0％）

県支出金
26億9,264万円

（7.1％）

諸収入 18億6,280万円（4.9％）

繰入金 9億3,901万円（2.5％）

地方消費税交付金 7億2,000万円（1.9％）

使用料及び手数料 6億7,558万円（1.8％）

分担金及び負担金 3億9,098万円（1.0％）

地方譲与税 4億1,800万円（1.1％）

その他 2億9,307万円（0.7％）

民生費
107億7,947万円

（28.3％）

公債費
51億2,396万円

（13.5％）

土木費
44億6,455万円

（11.7％）

総務費
43億9,637万円

11.5％

教育費
41億9,015万円

（11.0％）

衛生費
26億8,319万円

（7.1％）

商工費 23億3,210万円（6.1％）

農林水産業費 19億2,128万円（5.0％）

消防費 12億5,910万円（3.3％）

労働費 3億6,415万円（1.0％）

議会費 3億5,990万円（0.9％）

その他 2億2,155万円（0.6％）

歳 入

380億
9,577万円

※収益的収入及び支出

水道事業の経常的経営活動（水道水の提供と料金など）

に伴って発生する収入及び支出

※資本的収入及び支出

収益的収入及び支出に属さないもののうち、主として水

道施設の建設改良費や企業債に関する収入及び支出
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  市では、子どもの健康状態に合わせて予

防接種を受けることができるように個別接

種を行っています。

  予防接種を受けて免疫を付け、病気にか

からないようにしましょう。

  

 
予
防
接
種
は
、
11
ペ
ー
ジ
の
医

療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
予
約
し
、
子
ど
も
の
体
調

の
良
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

乳
幼
児
対
象
の
予
防
接
種

 

 
出
生
や
転
入
の
届
出
が
あ
っ
た

翌
月
に
、
次
の
２
つ
を
郵
送
し
ま

す
。

 

・
冊
子
﹁
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

 
健
康
﹂

 

※
こ
の
冊
子
を
よ
く
読
み
、
予
防

接
種
の
必
要
性
や
副
反
応
を
正

し
く
理
解
し
た
上
で
受
け
ま
し

ょ
う
。

 

・
乳
幼
児
期
に
受
け
る
予
防
接
種

 
の
予
診
票

 

※
予
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、

 
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
予
診
票
は
、
子
ど
も
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
た
め
の
大
切
な

書
類
で
す
。
保
護
者
が
責
任
を

持
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

   

※
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

必
ず
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

 

小
学
生
の
予
防
接
種 

  

予
診
票
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

送
付
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
が
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ポ
リ
オ

 

・
申
込
期
限
 
４
月
22
日
㈮

 

・
接
種
期
間

 

 
４
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

 

 
10
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

 

・
申
込
先
・
実
施
医
療
機
関

 

麻
生
小
児
科

☎
�
２
３
２
３
︵
淡
窓
２
丁
目) 

下
飛
田
小
児
科

☎
�
１
１
４
８
︵
中
央
１
丁
目) 

坂
東
小
児
科

☎
�
３
３
０
０
︵
誠
和
町
︶

こ
じ
か
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
�
８
７
７
１
︵
清
岸
寺
町
︶

 

奥
平
医
院

☎
�
３
０
２
１
︵
中
津
江
村
栃
野
︶

※
奥
平
医
院
は
、
４
月
７
日
・
28

日
の
み
実
施
し
ま
す
。

 

※
必
ず
電
話
で
申
し
込
み
、
接
種

日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

日
本
脳
炎

  

平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
な
接

種
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
り
、
第
１

期
予
防
接
種
を
終
わ
っ
て
い
な
い

人
は
、
７
歳
６
か
月
ま
で
と
９
歳

か
ら
13
歳
ま
で
の
間
に
接
種
で
き

ま
す
。

 

 
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

生後３～12か月に達するまでに20～56日の間
隔で３回接種

５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間に１
回接種  

３歳のときに６～28日の間隔で２回接種

４歳のときに１回接種

初回（３回目）接種後12～18か月に達するま
でに１回接種

生後３～６か月未満の間に１回接種(家族内に結核患者
が発生した場合は３か月未満で受けることもできます)   

生後３～18か月に達するまでに41日以上の間隔で２回
接種   

生後12～24か月に達するまでに１回接種

種  類
次の予防接種を受ける

までに必要な期間
接種年齢（標準的接種年齢）

三 種 混 合

日 本 脳 炎

B C G

ポ リ オ

麻しん(はしか)
・風しん混合
【ＭＲワクチン】

麻しん(はしか)
・風しん混合
【ＭＲワクチン】

初回

追加

１期

２期

６日以上

６日以上

27日以上

27日以上

27日以上

１期

２期 ９歳

11歳

追加

初回

〈乳幼児対象〉

種  類
次の予防接種を受ける

までに必要な期間
接種年齢（標準的接種年齢）

二 種 混 合

日 本 脳 炎
６日以上

〈小学生対象〉

３期 中学校１年生に相当する年齢の人

４期 高校３年生に相当する年齢の人

種  類 接種年齢（標準的接種年齢）

〈中学生・高校生対象〉

※三種混合 ＝ ジフテリア・破傷風・百日ぜきの混合ワクチン

※二種混合 ＝ ジフテリア・破傷風の混合ワクチン

 麻しん・風しん混合ワクチンの接種を行いましょう

  麻しんワクチンの予防接種を１回しか受けていない人のために、平成20年から２回目の予防接種を行っています。

 ・対象者 中学校１年生と高校３年生に相当する年齢の人

 ※予防接種は、麻しん流行が予想される前の４月から６月までの間に行いましょう。
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8:30～12:00

13:30～17:30

8:30～12:00

9:00～11:30

13:30～17:00

9:00～11:30

13:30～14:30

16:00～17:00

9:00～12:00

9:00～17:00

9:00～12:00

14:00～17:00

14:00～17:00

8:30～18:00

8:30～15:00

13:30～17:00

9:00～12:00

11:00～12:00

   

8:30～17:30

8:30～12:30

11:00～12:00

14:00～16:00

14:30～16:00

14:00～15:00

15:30～16:30

15:00～17:00

13:00～13:30

15:00～16:00

14:00～17:00

9:00～12:00

14:00～17:00

9:00～12:00

8:30～18:00

8:30～12:30

9:00～17:00

9:00～12:30

9:00～19:00

9:00～12:30

9:00～16:00

14:00～17:00

14:00～17:00

10:00～12:00

14:00～14:30

9:00～11:30

13:30～17:30

9:00～11:30

15:30～16:30

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月～金

土

月～金

土

月・火・水・土

木

月～金（乳幼児を除く）

月～金

月～金

土

 月・火・水・金（中高生のみ）

月～金

火・水・木・土

水

月～金

土

月・水・金

月～金

月～金

土

月・水・金

月～土

月

月・水・木・金

月～金

月～金

土

月～金

土

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月・火・木・金（乳幼児を除く）

水（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月・火・水・金

月～金

月～金

火・木

月・火・木・金

水

月・火・木・金

2 3 － 0 8 0 8

2 4 － 2 3 2 3

5 7 － 2 3 8 8

2 3 － 4 1 5 3

2 2 － 6 1 6 1

2 2 － 3 1 3 1

5 4 － 3 0 2 1

2 3 － 8 1 2 3

2 2 － 0 0 3 3

2 2 － 1 2 3 1

2 8 － 8 7 7 1

2 3 － 8 3 8 6

2 8 － 2 2 2 0

2 2 － 1 1 7 0

2 4 － 1 1 4 8

2 3 － 6 1 1 5

2 2 － 1 6 0 0

2 2 － 3 2 9 2

2 4 － 3 3 5 5

2 2 － 7 1 5 1

2 2 － 3 3 0 0

2 3 － 6 0 0 9

2 2 － 1 6 4 8

2 2 － 2 6 6 2

2 4 － 4 1 5 5

2 2 － 7 1 7 1

5 2 － 2 0 1 7

2 4 － 1 1 0 0

5 4 － 3 0 0 1

5 7 － 2 5 0 0

豆田町

淡窓２丁目

天瀬町赤岩

豆田町

淡窓２丁目

隈２丁目

中津江村栃野

石井町２丁目

隈１丁目

城町１丁目

清岸寺町

若宮町

大肥本町

田島１丁目

中央１丁目

元町

銭渕町

本町

田島２丁目

三本松２丁目

誠和町

天神町

清岸寺町

新治町

中央１丁目

南元町

大山町西大山

清水町

上津江町川原

天瀬町合田

秋吉病院

麻生小児科医院

天瀬温泉病院

石井産婦人科

岩尾病院

大河原病院

奥平医院

河津内科呼吸器科

隈診療所

桂林胃腸科循環器科病院

こじかこどもクリニック

五反田胃腸科外科病院

齊藤医院

佐藤内科医院

下飛田小児科

城谷病院

聖陵岩里病院

膳所医院

新関内科医院

原病院

坂東小児科

日野内科

福田医院

堀田クリニック

松浦クリニック

若宮病院

渡辺医院

済生会日田病院

上津江診療所

東渓診療所

医療機関 住所 電話番号 実施曜日 実施時間

■乳幼児 三種混合、麻しん・風しん混合、日本脳炎、ＢＣＧ

■小学生 日本脳炎、二種混合

■中学校１年生、高校３年生に相当する年齢の人 麻しん・風しん混合

※個別接種を受けるときは、医療機関に電話で予約をしてください。  

平成23年度 個別接種実施医療機関

【問合せ】地域保健課保健医療係 ☎ ２２－８２３１（市役所１階）

※乳幼児のポリオ個別接種は、10ページを参照してください。

午後～（要予約）
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 ２月27日は静修小学校、３月５日は赤石小学

校曽家分校、３月13日は夜明小学校で、それぞ

れ閉校式が行われた。

 138年の歴史に幕を閉じる静修小学校では、閉

校式の後、全児童が手作りの劇を披露し、昔の学

校生活や学校の歴史を発表。また閉校を前に、母

校への感謝の気持ちを込めてモザイク画を製作。

地域の風景や校舎が描かれた縦２メートル、横６

メートルの絵を披露した。

 122年続いた赤石小学校曽家分校では、冨田清

博校長が「これからは、分校の伝統や財産を本校

に引き継ぎたい」とあいさつ。分校・本校に受け

継がれている朝鮮民族音楽「サムルノリ」の演奏

を本校の児童と一緒に行い、別れをしのんだ。

 静修小学校と統合する夜明小学校では、地域住

民や卒業生など約300人が参加。児童を代表して

６年生の福澤彩弥海さんが「夜明小で過ごした思

い出やここで学んだことを胸に、新しい学校で頑

張ります」とあいさつした。

ありがとう わたしたちの学校

  ２月28日、パトリア日田で、「地域文化の

継承と世界遺産」と題した世界遺産登録推進講

演会が行われ、約150人が参加した。

  講師の後藤宗俊さん（別府大学名誉教授）は、

世界遺産となったいわみ石見銀山とその文化的

景観の取組事例、咸宜園が隈・豆田地区、月隈

公園といった町並みのほぼ中心に位置すること

などを挙げ、「咸宜園を世界遺産にすることだ

けを考えるのではなく、咸宜園を中核として自

分たちの町並みを大事に保存していこうと取り

組むことが、世界遺産の登録につながる」と語

った。

咸宜園を世界遺産に！

01. 式典後の発表会で、136年のあゆみを振り返る。（夜明小学校）
02. 児童代表から市長に校旗が返還される。（静修小学校）
03. 思い出がつまった学び舎で最後の合唱。（静修小学校）
04. 学校で受け継がれてきた伝統「サムルノリ」の演奏。（赤石小学校曽家分校）
05. 児童による発表「曽家のむかし」。（赤石小学校曽家分校）
06. ３人で過ごした思い出は、ずっと心の中に。（赤石小学校曽家分校）

いわ み

❻❺

❶

❸❷

❹

あ や み
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 ３月１日から27日まで、天瀬町古園地域で、

げんきby古園が行う今年で８回目となる「山里

ひいなめぐり」が開催された。

 期間中は、古園地域内の道路や住宅の庭先など、

いろいろな場所に約400体のひな人形が飾られ、

市内外から多くの人が訪れた。

 訪れた人は、古園地域内を散策しながら、道路

の石垣や木の枝、田畑の中などにも置かれている

ひな人形を見付け、のどかな風景の中に春の訪れ

を感じていた。

春の訪れ 山里ひいなめぐり

 昨年10月に開館した咸宜園教育研究センター

の来館者数が３月６日、開館156日目で１万人に

達した。

 記念すべき１万人目となったのは、奈良県から

訪れていた澤山浩さん。豆田町に向かう途中に偶

然寄ったという澤山さんは「咸宜園のことは知ら

なかったが、奈良県から９人の門下生がいたこと

を知り、とても驚いた。一生忘

れない思い出になった」と話し

た。

 記念セレモニーには、ゆるキ

ャラ「たんそうさん」も駆け付

け、澤山さんに記念品と花束が

贈られた。

来館者１万人突破！

こぼさず大事に 少しずつ

01. おひなさまみ～つけた！
地域内を散策しながらおひな
さまを探すのも楽しみの一つ。
02. 期間中の土・日曜日は地
域住民による「ばあちゃんの
つけもんカフェ」も開催。
03. ひな人形の中にはおきあ
げなど貴重な人形も。

01. 職員から花束と記念品を受け取る澤山浩さん（中央）
と妻の真弓さん（左）
02. 廣瀬淡窓のことは知らなかったという澤山さんも
咸宜園の歴史に興味津々。

01. 地域住民が作った赤飯や野菜の煮物などで会食。
02. 約40センチの一本箸に悪戦苦闘。

 ３月６日、池辺町の池辺稲荷社で一本箸を使って

会食する初午祭が行われた。

 この祭りは、約160年前、稲荷社での会食時に箸

が足りず、近くの竹を切って代用して食

べたことが始まりとされ、箸が周囲の人

に当たらないよう気を配ることから、融

和と気配りの精神を大事にするという意

味もある。訪れた参拝者は、慣れない一

本箸を使いながら、こぼさないよう少し

ずつ箸にすくって食べていた。

❶

❸

❷

❷

❶

❶

❷
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◎東北地方太平洋沖地震による震災を考慮し、素

 人芝居以外のイベントは中止となりました。

とき

４月17日 ㈰

ところ（メイン会場）

天瀬公民館

�天ヶ瀬座「素人芝居」

【昼の部】午後１時～ 

【夜の部】午後６時～

 天瀬公民館

※入場料無料

 良質な泉質で知られ、別府、湯布院と並ぶ豊後

三大温泉の一つである天ヶ瀬温泉の温泉街で、今

年も恒例のあまがせ温泉まつりが開催されます。

 ４月から、ＪＲ大鶴駅、夜明駅を中心に、デマ

ンドタクシー（予約制の乗合タクシー）を運行し

ます。

�運行時間 決まった時間の列車に合わせて、Ｊ

 Ｒ大鶴駅又は夜明駅まで１日２往復

�料金 大人２００円（１回）

※利用方法など詳細は、問い合わせください。

・同種類の施設単価を統一しました。

・体育館やグラウンドの照明設備等の使用料を、

１時間当たりから30分当たりの単価に変更し

ました。

・市外の利用者は、市内利用者の1.5倍の料金が

掛かります。

�休館日の廃止

・総合体育館の月曜日の休館日を廃止しました。

・Ｂ＆Ｇプール（天瀬町、大山町、中津江村）の

７月20日から８月31日までの間の休館日を廃

止しました。

※施設の利用申込みは、使用月の前月１日（休日

の場合はその翌日）から受け付けます。（窓口

は午前８時30分、電話は午前９時から）

※詳細は、問い合わせください。

�使用料の変更

�使用料の変更例（市内の利用者の場合）

平成23年

 あまがせ温泉まつり開催

【問合せ】日田市観光協会天瀬支部 ☎�２１６６
    天ヶ瀬温泉旅館組合   ☎�３４６６

天瀬振興局産業建設課  ☎�３１４７

一部のスポーツ施設で  

  使用料・休館日を変更

【問合せ】スポーツ振興課スポーツ振興係 ☎�８２２２

お知
らせ

デマンドタクシー運行開始

【問合せ】地域振興課コミュニティ交通係☎�８３５６

大鶴振興センター☎�２１２１

 夜明振興センター☎�２１２１

お知
らせ

イベ
ント

平野球場

中城グラウンド

大原公園テニスコート（１面利用）

中城体育館（半面利用）

530円

250円

200円

390円

1,050円

320円

210円

460円

変更前 変更後

使用料
施設名

※料金は、１時間使用した場合の金額です。

市政情報
ピックアップ

市政情報ピックアップは、市民の皆さんの生活に役立ついろいろな情報を紹介するコーナーです。
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日田材を支給します
日田材需要拡大緊急対策 補助事業
�支給対象

・居住目的で木造軸組工法により新築する住宅

・住宅のリフォーム（内装・増改築）及び住宅に

 付属する施設（倉庫・車庫・塀など）

・年度内に完成（新築住宅の場合は上棟など） 

 確認が可能な住宅

・日田材の使用量が木材使用量のおおむね80％

 以上を占める住宅

・市内の業者が施工する住宅

�支給木材 日田材（市内で製材・加工されたもの）

※新築住宅は45万円分、リフォームは下限５万円分、

上限20万円分を限度額とします。

�募集戸数（先着順）

・新築住宅 年間70戸

・リフォーム 年間100戸

※詳細は、下記に問い合わせください。

�問合せ

顔の見える家づくり推進協議会

☎�２１６７（日田木材協同組合内)

林業・木材産業振興課企画流通係

☎�８３６２（市役所３階) 

地域材を利用した新築・増改築に補助
 大分県では、平成23年度内に地域材（県内で

産出された原木を製材した木材又は県内の加工業

者等から供給された国産材）を利用した木造の住

宅・店舗・事務所等の新築・増改築を行う建築主

に対して、次のとおり補助を行います。

�補助条件

・地域材の使用量が全木材使用量の５割以上

・地域材の使用量が新築の場合は10m3以上、増

 改築の場合は１m3以上

・木工事の着手は４月１日以降、完了は平成24

 年２月20日まで

�補助額（定額）２万5,000円～40万円

※建売住宅は補助対象外です。詳細は、下記に問い合

わせください。

�問合せ

大分県木材協同組合連合会

☎０９７-５３２-７１５１

大分県西部振興局農山村振興部

☎�２５８５（日田総合庁舎内）

新築や増改築などをサポート

【問合せ】林業・木材産業振興課企画流通係

☎�８３６２

お知
らせ

�内容 咸宜園の世界遺産登録に向けた活動や咸

宜園教育研究センターの運営を支援しながら、

世界遺産登録、門下生、豆田町などについて学

び、咸宜園の世界遺産登録の推進を応援

※市民応援団は、咸宜園平成門下生として、咸宜園教

育研究センターが開催する各種講座を受講可能。

�対象 咸な宜し（どなたでも応募可能）

※中学生以下の人は、保護者同伴で申し込みください。

�申込方法 住所、氏名、年齢、電話番号を記入

 の上、はがき、ファックス、メールのいずれか

 で申込み

�申込先 〒877-0012 淡窓２丁目２-18

 世界遺産推進室

 FAX �０２６８

（メールアドレス）sekaiisan@city.hita.oita.jp

  世界遺産登録を目指して  

 咸宜園 市民応援団募集

【問合せ】世界遺産推進室 ☎�０２６８

募集

 未公開株とは、証券取引所に上場していない株

のことで、「上場間近のため必ずもうかる」「購入

すれば、すぐに倍の金額で買い取る」などと称し

て、上場する予定のない株を偽の情報で高額に売

り付けるトラブルが増えています。

 万が一、このような業者と契約してしまった場

合、返金を求めることは非常に難しいのが現状で

す。大分県内でも、数千万円単位の被害に遭った

人が複数いますので、十分注意してください。

 消費者被害に関する相談は、消費者ホットライ

ンで受け付けています。

 消費者ホットライン ☎０５７０-０６４-３７０

注意！         

 未公開株をめぐるトラブル

【問合せ】商工労政課消費生活・労働福祉係 ☎�９３９３

お知
らせ

み よろ
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お
知
ら
せ

日田市役所   ☎２３－３１１１

天瀬振興局   ☎５７－８２０１

大山振興局   ☎５２－３１０１

前津江振興局  ☎５３－２１１１

中津江振興局  ☎５４－３１１１

上津江振興局  ☎５５－２０１１

くらしの情報
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け
て
い
る
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

 
て
い
る
世
帯

・
生
活
保
護
が
廃
止
又
は
停
止
に

な
っ
た
が
、
生
活
が
苦
し
く
諸

学
費
に
困
っ
て
い
る
世
帯

・
前
年
中
の
世
帯
全
員
の
総
収
入

 
が
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
準
じ

 
る
額
以
下
で
あ
る
世
帯

・
病
気
や
災
害
な
ど
特
別
な
事
情

 
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少

 
し
諸
学
費
に
困
っ
て
い
る
世
帯

■
援
助
内
容

 
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費

※
該
当
者
に
は
、
校
外
活
動
費
、

新
入
学
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
体
育
実
技
用
具
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
、
生
徒
会
費
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
、
学
校
病
︵
う
歯
・
結

膜
炎
・
中
耳
炎
等
︶
に
係
る
医

療
費
を
援
助
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
各
学
校
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
場
合
は
各
小
・
中
学
校
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
制
度
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

 
学
校
教
育
課
学
務
係

�
☎
�
８
２
２
１(

市
役
所
別
館

 
３
階
︶

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

 
市
で
は
、
自
治
会
活
動
等
推
進

事
業
で
、
自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
団
体
が
主
体

的
に
取
り
組
む
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業

■
対
象
団
体
 
旧
町
村
部
及
び
振

興
セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く
地
域

で
、
自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
団
体
等

■
対
象
事
業
 

 
自
然
の
活
用
及
び
自
然
環
境
の

保
全
等
に
係
る
事
業
、
地
域
間

や
国
際
間
の
交
流
に
関
す
る
事

業
な
ど

※
市
の
他
の
補
助
対
象
と
な
る

事
業
や
宗
教
的
若
し
く
は
政
治

的
な
色
彩
を
有
す
る
も
の
は
除

き
ま
す
。

■
補
助
率
 
６
割
以
内

■
補
助
限
度
額
 
50
万
円

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

書
類
で
申
込
み

■
申
込
期
間
 
補
助
を
受
け
よ
う

と
す
る
年
度
の
３
月
ま
で

 
市
民
活
動
支
援
室

�
☎
�
７
５
１
５
︵
パ
ト
リ
ア
日

田
内)

井
戸
端
交
流
サ
ロ
ン

 
 
 
 
運
営
支
援
モ
デ
ル
事
業

■
対
象
団
体

 
自
治
会
又
は
自
治
会
の
構
成
団

体
︵
班
・
地
区
な
ど
︶

■
対
象
事
業

 
お
茶
会
や
会
食
、
ゲ
ー
ム
な
ど

主
催
者
が
自
由
に
、
年
間
を
通

し
継
続
し
て
行
う
活
動

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
囲
碁

な
ど
単
一
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
娯

楽
の
み
を
行
う
も
の
や
商
業
活

動
又
は
商
業
活
動
と
連
携
し
た

も
の
は
対
象
外
。

■
補
助
額
 
一
団
体
当
た
り
年
額

10
万
円
以
内

■
募
集
数
 
10
団
体
程
度

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

書
類
で
申
込
み
︵
審
査
有
り
︶

■
申
込
期
限
 
５
月
20
日
㈮

 
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

 
☎
�
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

市
民
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

 
 
 
 
 
説
明
会
を
開
催

 
行
政
の
課
題
解
決
と
市
民
団
体

等
の
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
協

働
可
能
な
分
野
の
事
業
を
委
託
す

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き
 
４
月
13
日
㈬

 
午
後
７
時
～
９
時

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

■
参
加
団
体
 
市
内
に
事
務
所
を

置
き
、
市
内
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
非
営
利
の
市
民
活
動
団

体
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

■
内
容

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

・
市
民
活
動
団
体
等
か
ら
の
自
由

テ
ー
マ
に
つ
い
て

 
市
民
活
動
支
援
室

 
☎
�
７
５
１
５
︵
パ
ト
リ
ア
日

田
内)

問

問

問

問

問問
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保
健
・
福
祉

試
験

募
集

国
民
年
金
保
険
料
引
下
げ

 
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
は
月
額
80
円
引
き
下
げ

ら
れ
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
年
金
保
険
料
︵
月
額)

・
平
成
22
年
度
︵
３
月
ま
で
︶

 
 
 
 
 
 
１
万
５
１
０
０
円

・
平
成
23
年
度
︵
４
月
以
降
︶

 
 
 
 
 
 
１
万
５
０
２
０
円

 
年
間
納
付
金
額
18
万
２
４
０
円

※
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
お
得

な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

�
☎
�
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

�
☎
�
６
１
７
４

障
害
年
金
加
算
改
善
法
施
行

 
こ
れ
ま
で
障
害
年
金
を
受
け
る

場
合
、
条
件
に
該
当
す
る
人
に
加

算
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
法
の

施
行
に
よ
り
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

■
平
成
23
年
３
月
ま
で

・
受
給
権
発
生
時
、
既
に
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
又
は
子
ど
も

を
有
し
て
い
る
場
合
の
み
加
算

■
平
成
23
年
４
月
以
降

・
受
給
権
発
生
後
、
受
給
者
が
、

平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
前
に

生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者
又
は

子
ど
も
を
有
し
て
い
た
場
合
、

４
月
か
ら
加
算

・
受
給
権
発
生
後
、
受
給
者
が
、

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
、
生

計
を
維
持
す
る
配
偶
者
又
は
子

ど
も
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
そ
の
事
実
が
発
生
し

た
時
点
か
ら
加
算

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
�
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
�
６
１
７
４

イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

 
国
際
交
流
員
︵
Ｃ
Ｉ
Ｒ
︶
や
外

国
語
指
導
助
手
︵
Ａ
Ｌ
Ｔ
︶
と
、

楽
し
く
イ
ー
ス
タ
ー
の
習
慣
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

■
と
き
 
４
月
23
日
㈯

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
 
亀
山
公
園
中
央
広
場

︵
雨
天
の
場
合
は
中
央
公
民
館

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︶

■
対
象
 
小
学
生

■
準
備
物
 
中
身
を
出
し
た
卵
の
殻

■
参
加
費
 
無
料

■
募
集
数
 
20
人

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
間
 
４
月
６
日
㈬
～
15

 
日
㈮
︵
先
着
順
︶

 
企
画
課
国
際
交
流
係

�
☎
�
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
５
月
16
日
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

�
☎
０
９
３-

６
７
１-

８
３
４
９

大
鶴
れ
ん
げ
ウ
ォ
ー
ク

︵
第
13
回
大
鶴
公
民
館
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
︶
参
加
者
募
集

■
と
き
︵
小
雨
決
行
︶

 
５
月
１
日
㈰
 
午
前
９
時
受
付

開
始

■
と
こ
ろ
︵
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
︶

Ｊ
Ｒ
大
鶴
駅

■
コ
ー
ス
 
筑
前
岩
屋
駅
か
ら
大

鶴
駅
ま
で
の
約
12
km
を
、
Ｊ
Ｒ

を
利
用
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
■
参
加
費
 
５
０
０
円
︵
運
賃
等)

※
保
険
は
、
公
民
館
総
合
保
険
の

範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

■
募
集
数
︵
先
着
順
︶

 
約
１
０
０
人

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
４
月
25
日
㈪

 
大
鶴
公
民
館
 
☎
�
２
８
４
６

平
成
23
年
度

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日
・
会
場

 
６
月
26
日
㈰
 
午
前
10
時
～

 
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

 
甲
種
・
乙
種
︵
全
類
︶・
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

 
４
月
20
日
㈬
～
５
月
10
日
㈫

 
︵
電
子
申
請
は
４
月
17
日
か
ら

 
５
月
７
日
ま
で
︶

■
願
書
配
付
先

 
日
田
消
防
署
危
険
物
係

危
険
物
取
扱
者
試
験

 
 
 
 
 
 
 
 
準
備
講
習
会

■
と
き
 

・
法
令
 
５
月
19
日
㈭

・
物
理
化
学
 
５
月
26
日
㈭

 
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
 
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た

■

申
込
方
法
 

講
習
日
の
１
週

前
ま
で
に
日
田
消
防
署
に
直
接

申
込
み

日
田
消
防
署
危
険
物
係

☎
�
２
２
０
４

大
分
県
警
察
官
採
用
試
験

■
試
験
種
類
等
・
予
定
募
集
数

・
警
察
官
Ａ
︵
大
卒
・
男
性
︶

 
一
般
 
44
人

・
警
察
官
Ａ
︵
大
卒
・
女
性
︶

 
一
般
 
３
人

■
資
格
 
昭
和
53
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
大
学
を
卒
業
し

た
人
又
は
平
成
24
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

■
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付

は
４
月
８
日
ま
で
で
す
。

■
第
一
次
試
験
日
・
会
場

 
５
月
８
日
㈰
 
大
分
県
立
大
分

商
業
高
等
学
校
︵
大
分
市
︶

※
詳
細
は
、
大
分
県
警
察
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
願
書
請
求
先
︼

日
田
警
察
署
総
務
課

☎
�
２
１
３
１

平
成
23
年
 
保
育
士
試
験

■
試
験
日

・
筆
記
試
験

 
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

・
実
技
試
験

 
10
月
９
日
㈰

■
受
験
申
請
書
請
求
方
法

 
返
信
用
封
筒
︵
角
形
２
号
︶
に

２
０
０
円
切
手
を
貼
付
し
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
上
、
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン

タ
ー
あ
て
の
封
筒
︵
﹁
手
引
き

請
求
﹂
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

い
︶
に
同
封
し
、
郵
送

■
申
請
書
請
求
期
限

 
４
月
25
日
㈪

※
２
部
以
上
請
求
す
る
場
合
は
、

希
望
部
数
分
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問

問

問問問

問

問

次回の広報ひた４月15日号は、４月15日㈮に発送します。
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寄附のお礼

（２月分の一般寄附）

各小・中学校へ

      ４件

淡窓図書館へ

      １件

教育委員会へ

      １件

相
談

タ
ウ
ン
情
報

くらしの情報

■
受
験
手
数
料

 
１
万
２
７
０
０
円

■
受
験
申
請
書
提
出
期
限

 
５
月
11
日
㈬
︵
当
日
消
印
有
効)

※
詳
細
は
、
保
育
士
試
験
事
務
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〒
１
７
１-
８
５
３
６

東
京
都
豊
島
区
高
田
３-

19-

10

社
団
法
人
全
国
保
育
士
養
成
協

議
会
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

４
１
９
４-

８
２

こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

☎
�
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階)

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談
 
無
料

■
と
き
 
４
月
13
日
㈬

 
午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
相
談
員
 
保
健
師

■
相
談
内
容
 
不
眠
、
食
欲
減
退

な
ど
心
と
体
に
関
す
る
相
談

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
 
無
料

■
と
き
・
と
こ
ろ

 
毎
週
木
曜
日

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 
 
法
務
局
日
田
支
局

 
４
月
14
日
㈭

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
天
瀬
公
民
館

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

☎
�
２
７
１
９

定
例
行
政
相
談
 
無
料

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
４
月
20
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
天
瀬
公
民
館
五
馬
分
館

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

 
 
上
津
江
公
民
館

・
４
月
21
日
㈭
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
中
津
江
振
興
局

・
４
月
25
日
㈪

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な

ど市
民
課
３
日
以
内
窓
口

☎
�
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
 無
料

■
と
き
 
４
月
21
日
㈭

 
午
後
１
時
～
５
時

■
と
こ
ろ

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

■
相
談
員
 
弁
護
士

■
相
談
内
容
 
財
産
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
等
、
法
律
に
関
わ
る
こ
と

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

※
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

■
予
約
開
始
日
 
４
月
６
日
㈬

 
午
前
８
時
30
分
～

 
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
☎
�
７
０
２
６

精
神
保
健
福
祉
相
談
︵
こ
こ

ろ
の
相
談
日
︶
 
 
 
無
料

■
と
き

 
４
月
19
日
㈫
 
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

１
階
診
察
室

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

■
相
談
内
容
 
認
知
症
や
う
つ
病

等
に
悩
む
人
や
そ
の
家
族
等
に

対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相

談
︵
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必

要)

 
大
分
県
西
部
保
健
所

�
☎
�
３
１
３
３

﹁
日
田
い
ち
﹂
開
催

□
と
き
︵
雨
天
中
止
︶

 
４
月
10
日
㈰

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
園

□
参
加
費
 
１
ブ
ー
ス
４
０
０
円

︵
高
校
生
以
下
無
料
︶
、
飲
食

ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

□
内
容
 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

農
産
物
販
売
、
音
楽
演
奏
な
ど

□
問
合
せ

 
日
田
プ
レ
イ
ス(

西
岡)

／

 
☎
０
９
０-

８
８
３
３-

２
３
１
９

第
６
回
 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

□
と
き
 
４
月
24
日
㈰

 
開
会
式
 
午
前
９
時
30
分
～

 
ス
タ
ー
ト
 
午
前
10
時

□
と
こ
ろ
 
陸
上
競
技
場

□
種
目
 
１
チ
ー
ム
︵
５
人
以
上

で
編
成
︶
４
２．

１
９
５
km
を

リ
レ
ー
方
式
で
走
破

※
一
人
８
０
０
ｍ
︵
ト
ラ
ッ
ク
２
周)

以
上
走
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

□
参
加
費
 
無
料

※
当
日
は
、
飲
み
物
、
軽
食
を
準

備
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は

福
祉
事
業
に
寄
贈
す
る
募
金
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
参
加
者
は
、
事
前
に
医
師
の
健

康
診
断
を
受
け
、
各
自
で
保
険

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
 
４
月
21
日
㈭

□
問
合
せ
 
日
田
走
ろ
う
会
︵
原

田
︶
／
☎
�
１
９
２
１

た
け
の
こ
掘
り
体
験

□
と
き
 
４
月
24
日
㈰

 
午
前
10
時
～
正
午

□
と
こ
ろ
 
月
出
町
多
目
的
交
流

館
︵
旧
月
出
山
小
学
校)

□
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

※
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
。

□
参
加
費
 
一
人
３
０
０
０
円
、

 
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円

※
当
日
は
、
月
出
山
米
の
お
に
ぎ

り
と
、
た
け
の
こ
入
り
味
噌
汁

を
準
備
し
ま
す
。

□
申
込
方
法

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈮

□
問
合
せ
 
月
出
山
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
︵
吉
田)

／

 
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
８
７
１
８

森
林
文
化
を
守
る
５
０
０
年
の
森

づ
く
り
 
植
樹
＆
親
子
囲
碁
教
室

□
と
き
 
４
月
30
日
㈯

 

 
午
前
10
時
～

□
と
こ
ろ
 
椿
ケ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
︵
前
津
江
町
︶
市
有
林

□
内
容
 
植
樹
、
万
波
姉
妹
に
よ

る
初
心
者
向
け
親
子
囲
碁
教
室

□
参
加
費
 
無
料

□
募
集
数

 
１
０
０
人
︵
親
子
50
組
︶

□
申
込
方
法

 

 
森
林
文
化
を
守
る
５
０
０
年
の

森
づ
く
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む
か
、
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
 
４
月
22
日
㈮

□
問
合
せ
 
森
林
文
化
を
守
る
５

０
０
年
の
森
づ
く
り
事
務
局
／

☎
�
２
２
７
８

問 問

問 問

問問



 地域や社会で活躍する女性の人材育成を目

的としたこのクラブで、自分にできることを

見付けてみませんか。

 多くの皆さんの参加をお待ちしています。

※キアラとは、イタリア語で「光り輝く」という意

 味です。

オリエンテーション、市長講話

講師：高山靖子さん（資生堂）

博多座観劇、舞台裏視察

講師：小笠原継承斎さん（小笠原流礼法宗家）

起業家と語り合う会

会員みんなで考える会

講師：渡部秀敏さん（ワタベウェディング社長）

開講式、研修会

講座

研修視察

講座

研修会

研修会

講座

平成23年６月

７月

９月

10月

11月

平成24年１月

２月

とき 内容

※講師や内容等は、一部変更になる場合があります。

講座 大手企業に勤める女性リーダーや伝統ある礼儀作法を伝承する人など、全国で活躍して  

   いる人を講師に招き、年３回実施します。

研修 博多座での観劇、日ごろ見ることのできない舞台裏の視察や有名企業社長との懇談会な

   ど、年４回実施します。

□年間スケジュール

□対象

 市内在住の20歳以上の女性

□募集数

 30人（申込み多数の場合は抽選）

□参加費

 無料（９月予定の博多座観劇料は自己負担）

□申込方法

 住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、ファック

 ス又はメールで申し込むか、下記に電話で申込み

※各振興局・振興センターでも受け付けています。

□申込期限

 ４月28日㈭必着

【申込み・問合せ先】

 企画課男女共同参画推進・統計係

 ☎２２－８２２７（市役所４階）

 （FAX） ２４－０４２９

 メールアドレス kikaku@city.hita.oita.jp
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４月の休館日

４日・18日

平
成
23
年
度
主
催

 
 
芸
術
文
化
事
業
の
ご
紹
介

鑑
賞
友
の
会
会
員
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

平
成
23
年
度
 
パ
ト
リ
ア
日
田

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
参
加
者
募
集

 
パ
ト
リ
ア
日
田
の
自
主
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

 

 ︵
■
有
料
公
演
 
□
無
料
公
演
︶

大
ホ
ー
ル

 

■
Ｔ
Ａ
Ｏ
 
２
０
１
１
 

  ﹁
浮
世
夢
幻
打
楽

 

 
 
 
 
 
 
～
参
の
絵
巻
～
﹂

 

・
と
き
 
５
月
12
日
㈭

 

・
内
容
 
世
界
17
都
市
、
４
０
０

万
人
が
沸
い
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
た
ち
の
圧
倒
的
な
ス
テ
ー
ジ

が
日
田
に
や
っ
て
く
る
。

  

■
日
田
川
開
き
観
光
祭

 

 
 
 
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
音
楽
の
お
く
り
も
の
︱
わ
い
わ

い
コ
ン
サ
ー
ト
︱
﹂

 

・
と
き
 
５
月
21
日
㈯

 

・
内
容
 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
︵
乳
幼
児
同
伴
も
大
歓
迎
︶

  

■
夏
川
り
み
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

 
ぬ
ち
ぐ
す
い
石
垣
島

 
み
み
ぐ
す
い
島
唄
︵
基
金
事
業)

 

・
と
き
 
６
月
５
日
㈰

 

・
内
容
 
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

聴
く
人
を
魅
了
す
る
沖
縄
の
歌

 
姫
の
歌
声
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

 ■
オ
ペ
ラ
﹁
カ
ル
メ
ン
﹂

 

・
と
き
 
９
月
18
日
㈰

 

・
内
容
 
パ
ト
リ
ア
初
の
オ
ペ
ラ

上
演
。
世
界
的
に
有
名
な
バ
ー

 
デ
ン
市
劇
場
に
よ
る
オ
ペ
ラ
。

  
■
古
武
道
︱
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
︱

 
・
と
き
 
10
月
18
日
㈫

 

・
内
容
 
尺
八
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア

ノ
と
い
う
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
で

活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

に
よ
る
新
時
代
の
ク
ラ
シ
カ
ル
・

ユ
ニ
ッ
ト
。

  

■
創
作
歌
舞
伎

 

 
﹁
髪
飾
不
思
議
仕
掛
﹂
︱
か
み

か
ざ
り
は
て
な
の
か
ら
く
り
︱

 

・
と
き
 
12
月
15
日
㈭

 

・
内
容
 
日
本
が
世
界
に
誇
る
歌

舞
伎
を
、
子
ど
も
た
ち
が
理
屈

抜
き
に
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し

た
創
作
歌
舞
伎
。

  

■
九
州
交
響
楽
団

 

 
 
 
 
 
第
３
回
定
期
演
奏
会

 

・
と
き
 
平
成
24
年
２
月
５
日
㈰

 

・
内
容
 
大
好
評
の
定
期
演
奏
会

第
３
弾
。
﹁
宮
本
文
昭
・
入
魂

の
ブ
ラ
ー
ム
ス
﹂

  

 

□
音
楽
隊
の
演
奏
会

 

・
と
き

 

 
平
成
24
年
３
月
11
日
㈰

 

・
内
容
 
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
会

  

ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

□
日
田
市
所
蔵
美
術
品
公
開
展

 

・
と
き
 
12
月
︵
予
定
︶

 

・
内
容
 
岩
澤
重
夫
画
伯
の
作
品

を
公
開
。
日
田
市
初
公
開
の
作

品
も
展
示
予
定
。

 

□
第
４
回
日
田
市
先
哲
展

 

・
と
き
 
平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

～
１
月
29
日
㈰

  
そ
の
他

 

■
第
42
回
日
展
バ
ス
ツ
ア
ー

 
︵
基
金
事
業)

 

・
と
き
 
５
月
28
日
㈯  

 

※
そ
の
ほ
か
に
も
、
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
中
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

  

パ
ト
リ
ア
日
田
イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー

ス
が
変
わ
り
ま
す
。

  

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
ー
ナ

ー
は
、
５
月
号
か
ら
広
報
ひ
た
と

は
別
に
制
作
し
、
毎
月
１
日
号
の

広
報
ひ
た
に
同
封
し
て
送
付
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

■
資
格
 

 

・
個
人
会
員
 
ど
な
た
で
も

 

・
事
業
所
会
員
 
市
内
の
事
業
所

※
未
就
学
児
入
会
不
可
。

 

■
特
典

 

・
対
象
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
先
行
購
入

︵
個
人
会
員
は
２
枚
、
事
業
所
会

員
は
10
枚
ま
で
︶

 

・
入
場
料
の
割
引(

事
業
所
会
員

は
除
く)

 

・
小
規
模
公
演
等
の
無
料
招
待

 

・
友
の
会
会
報
の
郵
送
 
な
ど

 

■
年
会
費
 

 

・
個
人
会
員 

一
般
２
５
０
０
円
、

 
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

・
事
業
所
会
員

 

 
一
口
１
０
０
０
０
円
︵
10
人)

 

■
会
員
の
期
間
 
入
会
日
か
ら
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で

 

■
募
集
数

 

・
個
人
会
員 

 
５
０
０
人
程
度
 

 

・
事
業
所
会
員
 
50
口
程
度

 

■
申
込
方
法
 
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
年
会
費
を

添
え
て
申
込
み

 

■
申
込
先
 
パ
ト
リ
ア
日
田
、
市

各
振
興
局
、
市
各
振
興
セ
ン
タ
ー

 

■
受
付
開
始
日

  

４
月
５
日
㈫
 
午
前
９
時
～

 

 
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
会
館

を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
市
民

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す 
(

事
前
の
研
修
や
視
察
も
あ
り

ま
す)

 

■
募
集
ス
タ
ッ
フ

 

・
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

 

 (

公
演
時
の
客
席
案
内
な
ど)

 

・
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ(

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ)

 

 (

舞
台
美
術
・
音
響
・
照
明)

 

・
情
報
紙
編
集
ス
タ
ッ
フ

 
 (

情
報
紙
の
編
集)

 
■
募
集
期
間
 
随
時

 

■
申
込
方
法

 

 
電
話
又
は
直
接
申
込
み

■
コ
ー
ス
・
開
催
日

・
一
般
コ
ー
ス
︵
高
校
生
以
上
︶

 
毎
週
水
曜
日

 
午
後
７
時
～
10
時

・
小
、
中
学
生
コ
ー
ス
︵
小
学
校

２
年
生
～
中
学
校
３
年
生
︶

 
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

 
午
前
10
時
～
正
午

■
申
込
方
法

 
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

パ
ト
リ
ア
日
田
に
申
込
み
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第
１
回
﹁
オ
ペ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
﹂

バ
ス
ツ
ア
ー
 
 
参
加
者
募
集

Ｔ
Ａ
Ｏ
 
２
０
１
１

﹁
浮
世
夢
幻
打
楽
～
参
の
絵
巻
～
﹂

夏
川
り
み
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

 
ぬ
ち
ぐ
す
い
石
垣
島

 
み
み
ぐ
す
い
島
唄

オ
ペ
ラ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ

ク
ラ
シ
ッ
ク
ウ
イ
ー
ン
シ
リ
ー
ズ

提
供
 
オ
ペ
ラ
﹁
カ
ル
メ
ン
﹂

 

 
９
月
18
日
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で

公
演
の
オ
ペ
ラ
﹁
カ
ル
メ
ン
﹂
を

よ
り
楽
し
む
た
め
の
バ
ス
ツ
ア
ー

で
す
。︵
全
２
回
︶

 

■
と
き
 
５
月
11
日
㈬

 

 
午
後
７
時
～
８
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
ア
ク
ロ
ス
福
岡
円
形
ホ
ー
ル

 

■
講
師
 
揃 

洋
子
さ
ん

 

 
テ
ー
マ
﹁
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
﹂

 

■
募
集
数
 
20
人
︵
応
募
多
数
の

 
場
合
は
抽
選
︶

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
パ
ト
リ
ア
日
田
に

 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈮

     

 
ビ
ゼ
ー
作
曲
 
全
４
幕
・
仏
語

上
演
︵
字
幕
ス
ー
パ
ー
付
き
︶

 

■
と
き
 
９
月
18
日
㈰

 

 
午
後
４
時
開
演

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

 

■
前
売
り
券
販
売
日

 

 
友
の
会
 
５
月
11
日
㈬

 

 
一
般
 
 
５
月
18
日
㈬

 

■
入
場
料
 
Ｓ
Ｓ
席
７
０
０
０
円
、

Ｓ
席
６
０
０
０
円
︵
５
０
０
０

円
︶、
Ａ
席
４
５
０
０
円︵
３
５

０
０
円
︶
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円

︵
２
０
０
０
円
︶、
車
い
す
席
４

５
０
０
円

 

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

 

※
車
い
す
利
用
者
、
身
体
障
害
者

手
帳
第
１
種
、
療
育
手
帳
Ａ
級
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持

者
で
、
介
助
が
必
要
な
人
の
介

助
者
は
無
料
で
す
。

■
と
き
 
５
月
12
日
㈭

 

 
午
後
７
時
開
演

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

 

■
前
売
券
販
売
開
始
日

 

 
友
の
会
 
４
月
12
日
㈫

 
 
一
般
 
 
４
月
19
日
㈫

 

■
入
場
料
 
Ｓ
席
５
０
０
０
円
、

Ａ
席
４
０
０
０
円
︵
３
５
０
０

円
︶
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
︵
２

５
０
０
円
︶
、
車
い
す
席
４
０

０
０
円

■
と
き
 
６
月
５
日
㈰

 

 
午
後
６
時
開
演

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

 

■
前
売
り
券
販
売
日

 

 
友
の
会
 
４
月
26
日
㈫

 

 
一
般
 
 
５
月
６
日
㈮

 

■
入
場
料
 
Ｓ
席
４
５
０
０
円
、

Ａ
席
４
０
０
０
円
︵
３
５
０
０

円
︶
、
Ｂ
席
３
５
０
０
円
︵
３
０

０
０
円
︶、車
い
す
席
４
０
０
０

円

  

※︵
 
︶内
は
高
校
生
以
下
の
料
金

で
す
。
ま
た
、
前
売
り
券
は
、

パ
ト
リ
ア
日
田
、
市
各
振
興
局
、

振
興
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

パトリア日田４月の催し（貸館分）※その他の催しなど詳細は、問い合わせください。

問合せ入場料とき・開演時間催事名

【問合せ】文化振興課（パトリア日田内） ☎ ２５－５０００ FAX ２５－５００1

カッパ虹伝説

「ねがい星かなえ星」

 

ヤマハ音楽教室

ソロコンサート

 
 咸宜大学合唱クラブ

スプリングミニコンサート

 藤間賢緑 おさらい会

平成23年度

 倫理経営講演会

 第７回ル'セルクル

チャリティーコンサート

カラオケサロン天領ひた

チャリティー歌まつり

４月10日㈰

午後１時30分

４月10日㈰

第一部：午前10時

第二部：午後１時

 

４月16日㈯

午後１時30分

４月17日㈰

午前11時30分

 ４月25日㈪

午後６時30分

 

４月29日㈷

午後４時30分

 ４月29日㈷

午前10時

前売り券：

１階指定席1,500円

２階自由席1,200円

（当日各300円増し）

 
無料

無料

無料

 2,000円

 Ｓ席：3,500円

Ａ席：3,000円

Ｂ席：2,500円

車いす席：2,500円

（当日各500円増し）

 無料

日田カッパ友の会事務局

24-1839

大石楽器店

24-1128

 咸宜大学合唱クラブ

池永

090-4982-7578

藤間賢緑

090-1086-4447

 日田市倫理法人会

22-8763

 高瀬

090-1162-0261

藤原

090-4518-2582

野口

090-6299-4983

カラオケサロン天領ひた

23-1716

そ
ろ
い



☆は事前に予約が必要です。このほかの行事や詳細等は、各施設に問い合わせください。
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森山惺成ちゃん

（２歳・鶴城町）

せ な

手嶌奏絵ちゃん

（１歳・田島本町）

かな え

☆作って遊ぼう

  ６日㈬

  午前11時～

 ◎ペタペタの日

  18日㈪

  午前11時～

 ☆親子体操

  20日㈬

  午前11時～

☎25－5300

◎はっぴーきっず

  （毎週水曜日）

  午前10時30分～

 ◎お話し会

  ９日㈯

  午前10時30分～

 ◎こいのぼり制作

  29日㈮・30日㈯

  午前10時30分～

☎52－2901

◎スターキッズ

  (６日を除く毎週

 水曜日)

 午前10時30分～

◎ビデオ上映会

  16日㈯

  午後１時～

 ◎こいのぼり制作

  30日㈯

  午前11時～

☎57－8922

◎リズム遊び

  (５日を除く毎週

 火曜日)

  午前11時～

 ◎すくすく相談

  ６日㈬

  午前９時30分～

◎療育「音あそび」

  22日㈮

  午前11時～

☎27－6406

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

４
月
の
主
な
催
し

熊谷 勝ちゃん

（３歳・田島２丁目）

 すぐる

松尾羽純ちゃん

（３歳・石井町２丁目）

 は すみ

博井里帆ちゃん

（３歳・有田町）

り ほ

綾垣音桜ちゃん

（１歳・田島１丁目）

ね お

�倉信一郎ちゃん

（１歳・三本松１丁目）

しんいちろう

志水桜空ちゃん

（１歳・玉川３丁目）

さ ら

中野彰人ちゃん

（１歳・田島３丁目）

あきひと

�波 仁太ちゃん

（１歳・玉川町）

じん た

武内瑛音ちゃん

（１歳・丸山１丁目）

えい と
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岩崎心美ちゃん

（２歳・亀山町）

ここみ

坂本悠虎ちゃん

（１歳・日ノ出町）

はる と

松原児童館（☎�2922）は、毎週土曜日のみ開館しています。

☎22－7505☎23－1890

◎絵本の読み聞かせ

  ６日㈬

  午前10時～

 ◎ランチｄaｙ

  13日㈬

  午前10時～

 ◎お誕生会

  19日㈫

  午前10時～

◎身体計測

  12日㈫

  午前９時30分～正午

 ☆こいのぼり制作

  20日㈬・21日㈭

  午前９時30分～正午

 ☆トッポンチーノ

  23日㈯

  午後12時30分～

☆親子クッキング

  15日㈮  

  午前10時～正午

 ◎プレママクラブ

 20日㈬

  午後１時30分～

 ☆こいのぼり制作

 21日㈭

  午前９時30分～

☎53－2409

山田実夢ちゃん

（３歳・刃連町）

み ゆ

財津虎峨ちゃん

（３歳・三池町）

たい が

�野琴羽ちゃん

（３歳・刃連町）

こと は

清瀧暢之ちゃん

（２歳・高瀬本町）

のぶゆき

長野 心ちゃん

（１歳・清水町）

こころ

佐藤勇駕ちゃん

（１歳・亀川町）

ゆう が

吉松なずなちゃん

（１歳・城町１丁目）

 元気な日田っ子
    あつまれ！

  誕生日の記念にお子さん

の写真を載せてみません

か。好評により、今号か

ら人数を増やして掲載し

ます。

■対象

 ６月以降に誕生日を迎え

る３歳までの子ども

■掲載人数

  毎月20人程度（抽選）

 ■申込方法 住所、子ども

の氏名と生年月日、保護

者名、昼間に連絡先がと

れる電話番号を記入の上、

はがきで申込み

 ※申込みの際は、写真を送

付する必要はありませ

ん。

■申込期限 誕生月の２か

月前の月末（６月生まれ

の人は４月28日まで）

■申込先

  〒877-8601

 （住所記載不要）

 企画課広報係

 ☎�８６２７(市役所６階)

 □人口 72,121人（前月比－80人）

 □ 男 34,017人

 □ 女 38,104人

 □世帯 26,715世帯

（平成23年２月28日現在）

日田市の人口
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図書館ボランティア募集
 

 図書館では、書架の整理・修復、行事の手伝い

などを行うボランティアを募集しています。

 １回の参加は、30分から１時間程度です。申

込方法など詳細は、窓口又は電話で問い合わせく

ださい。

こどもの読書週間

 ４月23日から５月12日までは、こどもの読書

週間です。期間中、図書館では、１日図書館長、

図書リサイクル会、人形劇などいろいろなイベン

トを予定しています。是非、お越しください。

 イベントに関する詳細は、窓口のちらしをご覧

ください。

４月のおいでよおはなし会

とき  ４月９・23日㈯

    午後２時～

ところ 児童コーナー

「木のいのち木のこころ」 著者：西岡常一

 最後の宮大工といわれる西岡常一の「人の育て方」は、今の子育

てで欠けているものは何かを気付かせてくれます。三度追い返され

ながら、ついに西岡の唯一の内弟子になった小川三夫が、夢を実現

させていった過程も興味深いものでした。また、法隆寺や薬師寺を

1,300年守ってきた日本の伝統が、脈々と受け継がれていくことの

すごさと大切さを初めて知りました。

こん本読んでみらんかい？

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
シ
ン
デ
レ
ラ

︵
ア
デ
リ
ン
・
イ
ェ
ン
・
マ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／
文
藝
春
秋
︶

 
継
母
や
兄
妹
た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
、

つ
ら
い
毎
日
を
送
る
主
人
公
ア
デ
リ
ン
。

実
話
に
基
づ
い
た
童
話
シ
ン
デ
レ
ラ
の

中
国
版
。
西
洋
の
シ
ン
デ
レ
ラ
は
最
後

に
は
幸
せ
に
な
り
ま
す
が
、
中
国
版
で

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ふ
く
び
き

 
 
︵
く
す
の
き
し
げ
の
り
／
小
学
館
︶

 
自
分
の
こ
と
は
何
で
も
後
回
し
に
し

て
し
ま
う
お
母
ち
ゃ
ん
に
、
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い
に
出
掛
け
た
幼

い
兄
妹
。
大
好
き
な
お
母
ち
ゃ
ん
に
贈

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
は
⋮
。

 
心
が
温
か
く
な
る
絵
本
で
す
。

淡窓図書館
(TEL) 22-2497 (FAX) 26-3210

開館時間：午前10時～午後７時

     （日曜日は午後６時まで）

４月の休館日：

  4・11・18・25・28・29日

今
月
の
新
刊
。

（ ）内は著者名 ★は利用者購入希望図書

★人質の朗読会（小川洋子)

 やわらかなレタス（江國香織）

★カササギたちの四季（道尾秀介）

 天国の風（高橋のぶ子）

★うから はらから（阿川佐和子）

 冥府小町（澤田ふじ子)

 だっこの木（宮川ひろ）

 はるがきた（ジーン・ジオン）

 鏡の国のアリス（ルイス・キャロル）

 不思議の国のアリス（ルイス・キャロル）

財津サカエさん（本町２丁目）のお薦め本
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夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◎
◯
印
は
午
前
９
時
～
正
午

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

※

月

4

5

月

4

5

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

曜

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

日

3

10

17

24

29

1

3

4

5

8

所在地

誠 和 町

隈１丁目

淡窓２丁目

田島１丁目

本 町

中央１丁目

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

清 水 町

電話

22-3300

22-0033

22-6161

22-1170

22-3292

24-1148

23-6009

24-4155

22-1648

27-5050

病医院名

こじかこどもクリニック

聖陵花月クリニック

坂 東 小 児 科

若 宮 病 院

岩 尾 病 院

河津内科呼吸器科

佐 藤 内 科 医 院

福 田 医 院

桂林胃腸科循環器科病院

隈 診 療 所

膳 所 医 院

麻 生 小 児 科 医 院

下 飛 田 小 児 科

聖陵花月クリニック

こじかこどもクリニック

坂 東 小 児 科

岩 尾 病 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

日 野 内 科

河津内科呼吸器科

若 宮 病 院

隈 診 療 所

福 田 医 院

佐 藤 内 科 医 院

麻 生 小 児 科 医 院

聖陵花月クリニック

こじかこどもクリニック

坂 東 小 児 科

膳 所 医 院

岩 尾 病 院

下 飛 田 小 児 科

若 宮 病 院

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

所在地

清岸寺町

清 水 町

誠 和 町

南 元 町

淡窓２丁目

石井町２丁目

田島１丁目

清岸寺町

城町１丁目

隈１丁目

本 町

淡窓２丁目

中央１丁目

清 水 町

清岸寺町

誠 和 町

淡窓２丁目

中央１丁目

天 神 町

石井町２丁目

南 元 町

隈１丁目

清岸寺町

田島１丁目

淡窓２丁目

清 水 町

清岸寺町

誠 和 町

本 町

淡窓２丁目

中央１丁目

南 元 町

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

電話

28-8771

27-5050

22-3300

22-7171

22-6161

23-8123

22-1170

22-1648

22-1231

22-0033

22-3292

24-2323

24-1148

27-5050

28-8771

22-3300

22-6161

24-4155

23-6009

23-8123

22-7171

22-0033

22-1648

22-1170

24-2323

27-5050

28-8771

22-3300

22-3292

22-6161

24-1148

22-7171

23-6009

24-4155

22-1648

月

4

5

日

3

10

17

24

29

1

3

4

5

8

病医院名

※樋口歯科クリニック

村 山 歯 科 医 院

高田ビル歯科医院

せ さ き 歯 科

※ 伊 藤 歯 科 医 院

田 吹 歯 科 医 院

荒 木 歯 科 医 院

※ 井 上 歯 科 医 院

近 藤 歯 科

合 原 歯 科 医 院

所在地

南 元 町

本 町

三本松２丁目

中央１丁目

玉 川 町

吹 上 町

大山町西大山

三本松１丁目

石井町２丁目

田島本町

電話

22-8881

22-3303

22-2317

23-6481

24-5700

24-5510

52-2022

22-3305

24-6080

22-5305

◯

◯

◯

月

4

5

日

3

10

17

24

29

1

3

4

5

8

病医院名

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

病医院名

坂 東 小 児 科

隈 診 療 所

岩 尾 病 院

佐 藤 内 科 医 院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

聖陵花月クリニック

所在地

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

電話

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131
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前
津
江
方
面
団
第
２
分
団

 

 
第
２
分
団
は
綾
垣
分
団
長
の
下
、

28
人
で
赤
石
地
区
を
管
轄
し
て
い
ま

す
。

 

 
平
成
20
年
の
大
分
県
消
防
操
法
大

会
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
日
田

市
代
表
と
し
て
出
場
し
、
準
優
勝
と

い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の

と
き
出
場
し
た
分
団
員
が
中
心
と
な

り
、
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

 

 
火
災
等
様
々
な
災
害
現
場
で
活
動

す
る
た
め
に
は
、
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、

体
力
、
精
神
力
、
判
断
力
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
団
員
の
安
全
・

健
康
や
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
飲
み

会
も
重
要
で
す
！

  

団
で
は
、
団
員
の
新
旧
交
代
が
進

み
、
若
い
団
員
を
中
心
に
新
た
な
歴

史
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
に
根
付
い
た
消
防
団
と
し
て
頑
張

り
ま
す
。

 

 
﹁
好
き
な
食
べ
物
は
、
や
っ
ぱ

り
母
が
作
っ
て
く
れ
た
ご
飯
﹂
そ

う
話
す
の
は
、
日
田
林
工
高
校
を

卒
業
後
、
今
春
か
ら
佐
渡
ヶ
嶽
部

屋
に
入
門
し
た
河
津
大
飛
さ
ん
。

 

 
河
津
さ
ん
は
、
５
歳
の
と
き
か

ら
相
撲
を
始
め
、
小
・
中
学
校
と

相
撲
一
筋
の
生
活
を
送
っ
て
き
た
。

ま
た
、
高
校
時
代
に
相
撲
部
で
過

ご
し
た
３
年
間
は
、
相
撲
の
技
術

を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
大
好
き
な

母
の
手
料
理
で
、
力
士
と
し
て
の

体
作
り
に
も
挑
ん
だ
。

 

 
身
長
１
８
６
セ
ン
チ
、
体
重
１

１
３
キ
ロ
の
河
津
さ
ん
は
、
力
士

と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
小
柄
。
し
か

し
、
相
撲
に
対
す
る
熱
意
や
目
標

は
、
誰
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ

る
。

 

 
﹁
早
く
プ
ロ
の
力
士
に
な
っ
て
、

土
俵
で
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
、
と

に
か
く
今
は
稽
古
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
た
い
﹂

 

 
３
月
下
旬
、
河
津
さ
ん
は
、
生

ま
れ
育
っ
た
日
田
を
離
れ
、
新
た

な
環
境
で
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
﹁
た
く
さ
ん
の
人
に
応
援

し
て
も
ら
え
る
横
綱
を
目
指
す
﹂

と
話
す
河
津
さ
ん
の
挑
戦
は
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

大分県消防操法大会小型ポンプの部で

準優勝したメンバー        

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 
若
者
の
挑
戦

河
津
 
大
飛
さ
ん
︵
大
山
町
︶

だ
い

き

け
い

こ


